
 
 

 

一 

 
 

 

国
会
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案 

 

（
国
会
法
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 
国
会
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
四
十
一
条
第
二
項
第
十
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

十
八 

決
算
行
政
監
視
委
員
会 

 
 

第
百
四
条
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。 

 
 

 

内
閣
又
は
官
公
署
が
前
項
の
求
め
に
応
じ
な
い
と
き
は
、
そ
の
理
由
を
疎
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
理
由
を
そ 

 
 

の
議
院
又
は
委
員
会
に
お
い
て
受
諾
し
得
る
場
合
に
は
、
内
閣
又
は
官
公
署
は
、
そ
の
報
告
又
は
記
録
の
提
出
を
す
る
必 

 
 

要
が
な
い
。 

 
 

 

前
項
の
理
由
を
受
諾
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
そ
の
議
院
又
は
委
員
会
は
、
更
に
そ
の
報
告
又
は
記
録
の
提
出 

 
 

が
国
家
の
重
大
な
利
益
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
旨
の
内
閣
の
声
明
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
声
明
が
あ
つ
た
場
合 

 
 

は
、
内
閣
又
は
官
公
署
は
、
そ
の
報
告
又
は
記
録
の
提
出
を
す
る
必
要
が
な
い
。 

 
 

 

前
項
の
要
求
後
十
日
以
内
に
、
内
閣
が
そ
の
声
明
を
出
さ
な
い
と
き
は
、
内
閣
又
は
官
公
署
は
、
先
に
求
め
ら
れ
た
報 



 

 
 

 

二 

 
 

告
又
は
記
録
の
提
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

第
百
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

第
百
五
条 
各
議
院
又
は
各
議
院
の
委
員
会
は
、
審
査
又
は
調
査
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
会
計
検
査
院
に
対
し
、
特 

 
 

定
の
事
項
に
つ
い
て
会
計
検
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
報
告
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
会
計
検
査
院
法
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

会
計
検
査
院
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
二
十
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

 
 

 

会
計
検
査
院
は
、
正
確
性
、
合
規
性
、
経
済
性
、
効
率
性
及
び
有
効
性
の
観
点
そ
の
他
会
計
検
査
上
必
要
な
観
点
か
ら 

 
 

検
査
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 
 

第
二
章
第
四
節
中
第
三
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

第
三
十
条
の
二 

会
計
検
査
院
は
、
各
議
院
又
は
各
議
院
の
委
員
会
か
ら
国
会
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第 

 
 

百
五
条
の
規
定
に
よ
る
要
請
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
要
請
に
係
る
特
定
の
事
項
に
つ
い
て
検
査
を
実
施
し
て
そ
の
検
査 

 
 

の
結
果
を
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 



 
 

 

三 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 
こ
の
法
律
は
、
次
の
常
会
の
召
集
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
議
院
事
務
局
法
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

議
院
事
務
局
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
八
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
十
四
条
の
次
に
次
の
七
条
を
加
え
る
。 

 

第
十
五
条 

衆
議
院
事
務
局
に
、
第
三
条
第
一
項
の
部
及
び
課
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
分
掌
す
る
た
め
、
調
査
局 

 
 

（
以
下
「
衆
議
院
調
査
局
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。 

 
 

一 

委
員
会
の
命
を
受
け
て
行
う
そ
の
審
査
又
は
調
査
の
た
め
に
必
要
な
調
査
（
第
十
九
条
に
お
い
て
「
予
備
的
調
査
」 

 
 

 

と
い
う
。
）
及
び
特
別
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事
項
に
関
す
る
調
査
の
事
務
そ
の
他
こ
れ
ら
の
調
査
の
事
務
に
付
随 

 
 

 

す
る
事
務 

 
 

二 

第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
調
査
の
事
務
に
関
す
る
総
合
調
整
に
関
す
る
事
務 

 

第
十
六
条 

衆
議
院
調
査
局
に
、
調
査
局
長
（
以
下
「
衆
議
院
調
査
局
長
」
と
い
う
。
）
、
調
査
員
（
以
下
「
衆
議
院
調
査



 

 
 

 

四 

 
 

局
調
査
員
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
所
要
の
職
員
を
置
く
。 

 

第
十
七
条 

衆
議
院
調
査
局
長
は
、
衆
議
院
事
務
総
長
を
助
け
、
衆
議
院
調
査
局
の
事
務
を
総
括
す
る
。 

 

第
十
八
条 
衆
議
院
調
査
局
調
査
員
及
び
衆
議
院
調
査
局
の
そ
の
他
の
職
員
は
、
衆
議
院
調
査
局
長
の
命
を
受
け
、
第
十
五

 
 

条
各
号
の
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。 

 
 

 

衆
議
院
調
査
局
調
査
員
及
び
衆
議
院
調
査
局
の
そ
の
他
の
職
員
は
、
前
項
の
事
務
の
ほ
か
、
常
任
委
員
会
専
門
員
の
命

 
 

を
受
け
、
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
調
査
の
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。 

 

第
十
九
条 

衆
議
院
調
査
局
長
は
、
委
員
会
か
ら
予
備
的
調
査
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
き
は
、
当
該
予
備
的
調
査
に
関
し
て
、
官

 
 

公
署
に
対
し
て
、
資
料
の
提
出
、
意
見
の
開
陳
、
説
明
そ
の
他
の
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
二
十
条 

衆
議
院
事
務
局
に
係
る
第
一
条
及
び
第
四
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
第
二
項
中
「
職
員
」
と
あ

 
 

る
の
は
「
職
員
（
衆
議
院
調
査
局
の
職
員
を
含
む
。
）
」
と
、
第
四
条
第
二
項
中
「
局
務
」
と
あ
る
の
は
「
局
務
（
衆
議

 
 

院
調
査
局
に
係
る
事
務
を
除
く
。
）
」
と
す
る
。 

 

第
二
十
一
条 

こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
衆
議
院
調
査
局
の
組
織
そ
の
他
必
要
な
事
項
に
関
す
る
規
程
は
、
衆
議

 
 

院
議
長
が
、
議
院
運
営
委
員
会
に
諮
つ
て
、
こ
れ
を
定
め
る
。 



 
 

 

五 

 
（
議
院
法
制
局
法
の
一
部
改
正
） 

第
三
条 

議
院
法
制
局
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
八
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。 

 

第
九
条 

衆
議
院
法
制
局
に
置
か
れ
る
部
は
、
第
一
部
、
第
二
部
、
第
三
部
、
第
四
部
及
び
第
五
部
並
び
に
法
制
企
画
調
整

 
 

部
と
す
る
。 

 
 

 

委
員
会
の
命
を
受
け
て
行
う
そ
の
審
査
又
は
調
査
の
た
め
に
必
要
な
法
制
に
関
す
る
調
査
（
次
条
に
お
い
て
「
法
制
に

 
 

関
す
る
予
備
的
調
査
」
と
い
う
。
）
及
び
行
政
監
視
に
係
る
法
制
に
関
す
る
事
務
に
係
る
企
画
調
整
の
事
務
並
び
に
決
算

 
 

行
政
監
視
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
法
制
に
関
す
る
事
務
は
、
法
制
企
画
調
整
部
に
お
い
て
つ
か
さ
ど
る
。 

 

第
十
条 

衆
議
院
法
制
局
長
は
、
委
員
会
か
ら
法
制
に
関
す
る
予
備
的
調
査
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
き
は
、
当
該
法
制
に
関
す
る

 
 

予
備
的
調
査
に
関
し
て
、
官
公
署
に
対
し
て
、
資
料
の
提
出
、
意
見
の
開
陳
、
説
明
そ
の
他
の
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ

 
 

と
が
で
き
る
。 

 

（
国
会
職
員
法
の
一
部
改
正
） 

第
四
条 

国
会
職
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
八
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 



 

 
 

 

六 

 
 

第
一
条
中
「
左
に
」
を
「
次
に
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
常
任
委
員
会
調
査
員
」
の
下
に
「
並
び
に
衆
議
院
事
務
局

 

の
調
査
局
長
及
び
調
査
局
調
査
員
」
を
加
え
、
同
条
第
五
号
中
「
除
く
外
」
を
「
除
く
ほ
か
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
二
十
四
条
の
三
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

 
 

 

第
二
十
条
の
二
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
の
規
定
は
、
両
議
院
の
議
長
が
協
議
し
て
定
め
る
非
常
勤
の
職
員
に
つ
い
て 

 
 

は
、
こ
れ
を
適
用
し
な
い
。 

 
 

第
三
十
五
条
中
「
部
長
」
の
下
に
「
並
び
に
そ
の
院
が
衆
議
院
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
衆
議
院
事
務
局
の
調
査
局
長
」

 

を
加
え
、
「
当
る
」
を
「
当
た
る
」
に
改
め
る
。 



 
 

 

七 

 
 
 
 
 

理 

由 

 

衆
議
院
の
常
任
委
員
会
と
し
て
、
決
算
委
員
会
を
改
組
し
て
新
た
に
決
算
行
政
監
視
委
員
会
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
各
議

院
又
は
各
議
院
の
委
員
会
の
内
閣
等
に
対
す
る
報
告
又
は
記
録
の
提
出
要
求
の
制
度
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
の
整
備
を
図
る
等

の
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 


